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毎日 本当に 暑いですね～  

 熱中症にならないように、水分ちょこちょこ とりましょうね！ 

 もうすぐ 夏休みですね（＊＾O＾＊）♪ 

 夏休みに、大好きな本、興味ある本、たまたま目にとまった本 

読んでみませんか？ 

３年生の子たちは、お勉強でいそがしいと思うのですが、息抜きに 

どうでしょうか リフレッシュして お勉強はかどるかもしれません。 

もしかしたら、小論文に生かせるかもしれません。一石二鳥ですね 

（＊＾＾＊） 

図書通信第２号は、半沢英明校長先生より、図書室の中から 

おすすめの本を 教えてくださいました。 

 

＜関ヶ原・・司馬遼太郎さん＞  

私は地歴公民の教師でした。特に日本史が好きでとても興味関心がありま

す。歴史を勉強する意義は過去のことを知り、それが現代にまでどうつなが

り、影響しているかにあります。すなわち、私たちが生きる現代を理解する

ためです。 

この「関ヶ原」は、司馬遼太郎さんの歴史小説で、徳川家康と石田三成の

対立を軸に、天下分け目の戦いとなった関ヶ原の戦いを描いた作品です。 

徳川家康率いる東軍に味方するのか、石田三成率いる西軍に味方するのか。

その際、何を重んじるのか。ある人物は利害、ある人物は正義、またある人

物は友情などなど。家の生き残りをかけた戦いにどう挑んでいくのか、様々

な人間の心模様を感じ、自分だったらどうするかを考えて見てください。人

生の選択の時、何か一つの指針が見つかると思います。また、「何をもって人

を動かすのか」という視点でも読むと楽しめます。 

最後に、この本を読んで、歴史に興味関心を持ってくれたらうれしいです。 

                      校長  半沢 英明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきなりですが、皆さんは本を読むことのメリットとは何だと思います

か？私は本を読むことは国語力を育む機会だと思います。なぜなら本を

読むということは、文章を読み解くことだからです。また本を読むこと

は想像力を育むことや集中力を育むこともできます。あくまでも個人の

感想ですので、すべて信じてもらわなくてもいいです。ですが、本を読

むことを楽しんでもらえたら幸いです。もしこの通信を読んで本に興味

を持ってくれる人が一人でもいるのなら、気軽に図書室へ遊びに来て下

さい。 

  

          図書委員長 ３－１ 岩佐 岳斗（＊＾O＾＊）♪ 

 

 

＜読書感想文と読書感想画コンクール＞ 

      日本の夏の風物詩、読書感想文の季節がやってきますね。 

      学校図書館では、様々なジャンルの本を用意して、みなさんをお待ちしていま

す。 

      ＊読書感想文：読んで世界を広げる♪書いて世界が広がる（＊＾o＾＊）♪ 

      ＊読書感想画：読んだ感想を絵に描いてみませんか？ 

＜202２年の課題図書（高等学校）＞ 

       
 

         
 

         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その扉をたたく音       ２９歳、無職。夢はミュージシャン。 

瀬尾まいこ 著        人生に生き詰まっていた青年と、老人 

集英社            ﾎｰﾑで出会った「神様」との奇跡の夏 

               が始まる―。 

建築家になりたい君へ     「ぼろい家」に育ち、建築家を夢見て 

隈研吾 著          ｱﾌﾘｶやｱﾒﾘｶへ。難題だたけの仕事にど 

河出書房新社         う挑むのか。日本を代表する建築家が 

               今伝えたいﾒｯｾｰｼﾞ 

クジラの骨と僕らの未来    骨格に興味を持ち、ﾍﾟｯﾄの墓あばきか 

中村玄 著          ら始まった少年の好奇心。ついに哺乳 

理論社            類最大のｸｼﾞﾗの博士になるまでを生   

                き生きと描く。 


